
R６年度 中・高校生版機関紙 授業での活用例 

 

★本機関紙は上下で構成が分かれております。自身の地域の災害発生リスクについて興味

をもち、防災における学校内や地域のニーズに気づき、どんな工夫ができるかを考え、更

にそれが実践につながるよう本紙を道徳の授業や防災学習等でご活用、ご紹介ください。 

 

≪ねらい≫ 

・防災ピクトグラムを事例に、必要な情報を多くの人が簡単に利用・理解できるための工夫

に気づく。 

・本教材をとおして地域の災害発生リスクや防災について関心を持ち、地域にはいのちを守

るためのヒントがあることに気付き、他者のためにどんな工夫ができるか、自分にできるこ

とを考える。 

 

≪活用案≫ 

① 機関紙の上半分を用いて、地域にはいのちを守るためのマークがあることに気付き、そ

れぞれ何を伝えているのかを考える。また、これらのマークはなぜあるのか、マークが

あることで、どんな人に情報が届くかを考える。また、ハザードマップを用いて地域の

どこに災害リスクが潜んでいるかを知る。 

 



例：どうしてマークがあるか。 

   →災害時や非常時に危険な場所や避難すべき場所を分かりやすく伝えるため。マー

クがあれば細かい字が読みにくいお年寄りや日本語の分からない外国人も、誰も

が直感的に理解できる。 

 

② 機関紙の下半分を用いて、災害時に備えて、自分と他者のためにどんな工夫ができるか、

自分にできることを考える。 

 

 

例：ハザードマップと照らし合わせて地域の危ない場所を知る。 

  友達やおうちの人と、災害時の危ない場所や避難するべき場所を共有する。 

  災害時に備えるために他に何ができるか考える。（非常持ち出しバッグを作る等） 

 

③ 今の学びや活動が、災害時や非常時に自分と周りの人のいのちを救う。自分にできるこ

とは微力だけど無力ではない。学び、伝え、行動しよう。 


